
平成2５年５月号 ２

高
橋
由
一
の
油
彩
画
発
見

２
枚
目
と
な
る

本
市
で
２
枚
目
と
な
る
、
日

本
で
最
初
の
洋
画
家
と
さ

れ
る
高た

か
は
し橋
由ゆ

い

ち一
が
描
い
た
油
彩
の

肖
像
画
が
、
市
内
の
民
家
で
見
つ

か
り
、
３
月
２８
日
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
22
年
10
月
に
高
橋
由
一
が

描
い
た
肖
像
画
「
第
11
代
山や

ま

だ田

荘し
ょ
う
ざ
え
も
ん

左
衛
門
顕
善
像
」
（
中
野
市
所

蔵
）
が
、(

仮
称)

山
田
家
資
料
館

の
収
蔵
資
料
整
理
中
に
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

　
発
見
の
際
に
、
当
時
の
記
録
か

ら
肖
像
画
は
２
枚
描
か
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
平
成
２２
年
１０
月
に
発
見

さ
れ
た
肖
像
画
と
よ
く
似
た
肖
像

画
が
市
内
の
民
家
で
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　
高
橋
由
一
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
る
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
の

木き

じ

ま島
隆た

か
や
す康
教
授
と
東
京
藝
術
大
学

大
学
美
術
館
の
古ふ

る

た田
亮り

ょ
う

准
教
授
の

両
氏
に
よ
る
評
価
の
結
果
、
肖
像

画
は
由
一
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
見
さ
れ
た
肖
像
画
は
、「
貴

重
な
文
化
財
と
し
て
、
永
く
後
世

に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
の
所
蔵
者

の
意
向
に
よ
り
、
市
に
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
発
見
さ
れ
た
肖
像
画
は
、

明
治
16(

１
８
８
３)

年
に
制

作
さ
れ
ま
し
た
。
大
き
さ
は
１
枚

目
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

　
１
枚
目
の
顕
善
像
と
比
べ
る

２
枚
目
の
肖
像
画
発
見
の

経
過

発
見
さ
れ
た
肖
像
画
に

つ
い
て
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と
、ポ
ー
ズ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、

や
や
正
面
を
向
い
て
い
ま
す
。

　
木
島
隆
康
教
授
に
よ
る
と
、
作

品
を
短
時
間
で
仕
上
げ
る
と
い

う
、
由
一
作
品
の
多
く
に
み
ら
れ

る
特
徴
が
、
１
枚
目
の
作
品
に
比

べ
て
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
古
田
亮
准
教
授
は
、
像

主
で
あ
る
顕
善
が
由
一
に
２
点
の

肖
像
を
依
頼
し
、
そ
の
過
程
や
制

作
費
に
つ
い
て
も
記
録
が
残
さ
れ

ジャンル　油彩画
制作年代　明治１６（１８８３）年
サイズ　縦約６２㎝　横約５０㎝（額を含む）
作者名　高橋由一

今回発見された油彩画
ジャンル　油彩画
制作年代　明治１６（１８８３）年
サイズ　縦約６２㎝　横約５０㎝（額を含む）
作者名　高橋由一

平成22年10月に発見された油彩画（修復後）

て
い
る
こ
と
は
、
全
国
的
に
も
他

に
例
が
な
く
貴
重
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
寄
贈
さ

れ
た
本
作
品
に
必
要
な
修
復
な
ど

を
施
し
た
後
、
一
般
に
公
開
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
橋
由
一
（
１
８
２
８
～
９４

年
）
は
、
本
格
的
な
油
絵
技
法
を

習
得
し
、
日
本
で
最
初
の
「
洋
画

家
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
由
一
は
、
佐
野
藩
江
戸
藩
邸
に

生
ま
れ
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
日
本

画
（
狩
野
派
、
北
宗
画
）
を
学
び

ま
す
が
、
幕
末
に
西
洋
石
版
画
に

強
い
衝
撃
を
受
け
て
洋
画
の
研
究

を
志
し
ま
す
。

　
文
久
２
（
１
８
６
２
）
年
に
幕

府
が
設
置
す
る
洋
書
調
所
の
画
学

局
に
入
局
し
、
洋
画
家
の
川か

わ
か
み上

冬と
う
が
い崖

（
１
８
２
７
～
８１
年
）
に
師

事
し
ま
す
。
本
格
的
に
油
彩
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
慶
応
２

（
１
８
６
６
）
年
、
当
時
横
浜
に

住
ん
で
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
（
１
８
３
１

年
～
９１
年
）
に
師
事
し
た
と
き

で
、
翌
年
に
は
パ
リ
万
国
博
覧
会

に
出
展
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
維
新
後
に
は
画
塾
で
あ

る
天て

ん
か
い絵

学
舎
を
創
設
し
、
原は

ら

だ田

直な
お
じ
ろ
う

次
郎
や
高た

か
は
し橋

源げ
ん
き
ち吉

ら
多
く
の
弟

子
を
養
成
し
ま
し
た
。

　
由
一
の
作
品
に
は
、
人
物
、
風

景
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
代
表
作

の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
作
品
と
し

て
『
鮭
』
（
東
京
藝
術
大
学
大
学

美
術
館
所
蔵
、
重
要
文
化
財
）
が

あ
り
ま
す
。

　
第
11
代
山
田
荘
左
衛
門
顕
善

（
１
８
２
１
～
８５
年
）は
、
８
代

山や

ま

だ田
庄し

ょ
う
ざ
え
も
ん

左
衛
門
顕
済
の
四
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
す
。
20
代
か
ら
30
代

ま
で
を
江
戸
で
過
ご
し
、
万
延
元

(

１
８
６
０)

年
に
分
家
し
て
山
田

理り

へ

え

兵
衛
と
改
名
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
病
弱
で
あ
っ
た
兄
９

代
庄
左
衛
門
顕
義
の
代
理
と
し
て

地
域
の
諸
問
題
に
奔
走
し
ま
す

が
、
明
治
５(

１
８
７
２)

年
に
急

死
し
た
甥
10
代
庄
左
衛
門
顕
仁
の

跡
を
受
け
て
、
本
家
に
復
籍
し
て

11
代
荘
左
衛
門
顕
善
を
名
乗
り
ま

す
。

　
明
治
維
新
後
は
、
地
域
の
公

職
を
歴
任
し
ま
す
が
、
明
治

14(

１
８
８
１)

年
、
相
続
人
を
甥

の
熊く

ま
た
ろ
う

太
郎（
後
の
12
代
荘
左
衛
門
）

に
定
め
て
後
事
を
託
し
ま
す
。

　
明
治
16(

１
８
８
３)

年
に
上
京

し
た
際
、
高
橋
由
一
に
肖
像
画
２

枚
の
制
作
を
依
頼
し
、
油
彩
画
代

金
40
円
40
銭
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
18(

１
８
８
５)

年
、
東
京

浅
草
に
新
居
を
購
入
し
て
転
居
し
、

そ
の
直
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
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▲報道機関発表の様子

日
本
最
初
の
洋
画
家

高
橋
由
一
と
は

肖
像
画
の
今
後
に
つ
い
て

第
１１
代

山
田
荘
左
衛
門
顕
善
と
は


